













































































動的な語彙認識（rapid and automatic word recognition）や語彙アクセス


















basic text representation）に取り入れ，さらにテクストの意味表象（a 
meaning representation of the text）を形成するために，主題となる概念と
その支持概念を調整・統合し，ひとつの意味的なまとまりとして記憶の中













ーをモニターすること（an executive control process）が求められる（Kitch, 









































































































































題が生じることにも留意しておきたい（坂本, 1998; Fodor & Inoue,1998）。
３）相互作用的処理
読解における相互作用的処理（interactive processing）とは，読み手と
書き手の相互作用であるとする考え方（Smith, 1985; Goodman, 1987）や
トップダウン処理とボトムアップ処理の相互作用であるとする考え方












Stanovich（1980）, McClelland and Rumelhart（1981）, Rumelhart, et al














































































































knowledge） と， モ ニ タ ー や 制 御 な ど に 関 す る メ タ 認 知 的 活 動
（metacongitive activities）とに二大別している。門田，野呂（2001）では，
前者の「メタ認知的知識」に関する研究は，主に熟達度の高い読み手の読
解ストラテジー使用の特定化（Barnett, 1988; Carrell, 1989; Hirano, 1998
など）に関する研究であり，一方，後者のメタ認知的活動に関する研究は，
読み手の読解プロセスを内観し，記述していく研究（Block, 1986, 1992; 
Mineishi, 1998など）とメタ認知ストラテジ ・ートレーニングの効果を検証



































③　批判的・創造的理解のレベル（critical and creative level comprehension）：
内容に関して自分の考え・意見を述べ，批評する創造・発展的な段階






































































































































たとえば，パラグラフの展開型 （patterns of paragraph development）と
しては，典型的な英語のパラグラフの展開型，すなわち，「因果関係」
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